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2026 年 8 月 1 日発行（毎月 1回 1日発行）

第 68 巻 第 9号 8月号

1392 ―皮膚科の臨床・2026―

　夏は暑いものだが，今年は特に暑い気がする。昭和生まれの私にとって，夏日（最高気温 25℃以
上の日）は夏の始まり，真夏日（最高気温 30℃以上）は夏本番というイメージだったが，2026年の
東京都心最初の夏日は 4月 11日，最初の真夏日も 4月 11日（静岡市駿河区）であった。桜が終わ
るとそのまま夏が到来した。関東で最初の猛暑日（最高気温 35℃以上）は 6月 1日（群馬県桐生市
など）であった。その後，早い時期に大型の台風が来て，梅雨に入り，少し涼しかったが，梅雨明
けとともに急激に暑くなってきた。
　地球温暖化で 35℃を超す日が増えてきたため，2007年に最高気温が 35℃以上の日を猛暑日とする
ことになり，さらに最高気温 40℃以上が頻繁に観測されるようになって，2026年 4月 17日に気象
庁によって酷暑日が定められたそうである。最初の酷暑日は 2026年 7月 21日（岐阜県郡上市八幡，
多治見市など）であったが，その後各地で酷暑日が報告され，連日熱中症を警戒するメッセージが
流されている。
　筆者の勤務先は神奈川県の川崎市内に分院があり，月に 1回火曜日の午後に診療を担当している。
本院のある東京メトロ銀座線の虎ノ門駅から東急田園都市線の宮崎台駅まで 40分ほど電車に乗っ
て，駅から徒歩 15分程度坂道をのぼったところに分院はある。冬は雪でも降らない限り問題ない
が，夏の暑い時期は病院に到着するまでの坂道歩きで汗まみれになるので，タオルを持参する。
クーラーの効いている病院内に入るとほっとする。診察室で，院内は涼しくてほっとするとおっ
しゃる患者さんもいらした。夕刻に病院を出ると，まだ熱気がこもっていて暑い。ご高齢の患者さ
んが真夏の通院を避けたいという気持ちがよくわかる。
　皮膚科の夏といえば，感染症である。今年は手足口病が流行している。これから，膿痂疹や虫刺
症，日光皮膚炎，汗疱などの夏に悪化する疾患が増えるであろう。熱帯夜で寝苦しい夜が続くと，
痒くて眠れないという患者も増えてくる。最近は予約制，紹介状必須などと病院の敷居が高くなっ
ていることもあり，病院ではそれほど大きな患者数の季節的な変化はないが，御開業の先生方はお
忙しいことと思う。熱中症で運ばれる人の話がニュースに上がっているが，過労にならないように，
くれぐれもご自身のお体に気をつけてお過ごしいただきたい。
 （林　伸和）
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